
 

 

 
 
 

学校の外で学ぶこと 

校長  嶋 田  豊 

１０月に入ってからも連日２５℃を超える暑さが続いた夏のような日々も終わり、やっと心地よい

風の中、過ごしやすい秋が訪れました。朝夕は長袖ではないと肌寒いですが、学校にいる日中は

陽ざしがあれば、半袖でちょうどよい日もあります。来週には、台風１０号の影響で９月上旬から延

期となっていた日光移動教室に、６年生が出かけます。 

この日光移動教室のような学校外で学ぶことを社会科見学、 

地域学習、遠足など、いろいろ呼び方はありますが、総じて、 

「校外学習」と言います。本校では、挙げてみると１年間を通し 

て、各学年で下記のような場所を訪れ、校外学習を実施して 

います。 

     【令和６年度の主な校外学習 実施内容・施設】 

  １年生：ヒノトントンＺＯＯ 

  ２年生：ヒノトントンＺＯＯ、学区・地域巡り 

  ３年生：学区・地域巡り、里山民家・野山北公園、けやき館・入間市博物館 

  ４年生：学区・地域巡り、日本科学未来館・中央防波堤、里山民家・野山北公園、羽村堰 

  ５年生：町音楽鑑賞教室、林間学校（長野県川上村）、ＴＧＧＧＳ（英語体験施設）  

  ６年生：町音楽鑑賞教室、国会議事堂・昭和館、日光移動教室、町合同音楽会 

 

それでは校外学習を実施することの意義や役割は何でしょうか。大きく３つ考えられます。 

第一に、「百聞は一見に如かず」です。教科書やインターネットで学んだ事が、自分の目の前で

五感を通して実感できることは、子供たちの理解や興味・関心を一層高めます。また、当事者から

話を聞くことは、何より説得力があります。 

第二に、学校という学ぶ場をいずれ卒業していく子供たちが、生涯学んでいく姿勢を身に付け

てもらう「生涯学習の基礎づくり」です。地域の様々な施設を利用することで、その役割に気付き、

利用の仕方やマナーを学んだり、大人になっても利用しようとしたりする意欲や態度を養う絶好の

良い機会にもなります。 

第三に、「地域と学校が一体となって子供を育てる」ことです。見学先の施設の方々から、学校

の教育活動を応援していただくことで、校外学習は成立します。本校では、二小学区内の施設見

学のみならず、来校いただき、ゲストティーチャーとして子供たちの学びに大きなお力を貸してい

ただいております。皆様から、子供たちを一緒に育てようというお気持ちをとても強く感じます。 

 

明日からの１１月以降も、日光移動教室をはじめ、多くの校

外学習が控えています。２年生の生活科の学習では、保護者

の皆様にも施設見学のお手伝いをいただく予定です。ご理解

とご協力に厚く感謝申し上げます。 

このような温かい地域の皆様に育てられた二小の子供たち

が、大人となって、今度は次の世代の子供たちを育てていっ

てくれることを心より願っています。 
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ユニセフ募金について 

 9 月１９日～２４日まで行いましたユニセフ募金に、たくさんの募金をして
いただきました。 

今回のユニセフ募金で集まった金額は、３９，９５３円 となり、ユニセ
フに振り込みをいたしました。多くの方より、心からの募金をしていただ
きまして誠にありがとうございました。右の QR コードは、ユニセフの公
式ホームページにのっている SDGｓのことが分かるページです。その中の
１「貧困をなくそう」も掲載されています。ぜひご覧ください。 
 

道徳授業地区公開講座・あいさつ音楽劇について 

 １０月５日に行われました道徳授業地区公開講座並
びにあいさつ音楽劇に、多数のご参観をいただきまして
誠にありがとうございました。２時間目の道徳授業は、
あいさつの大切さ、公平に接すること、優しく関わるこ
との大切さなど、主として人と関わることについて学習
しました。4時間目には、「マミーシンガーズ」を招き、
あいさつ音楽劇「あいさつは魔法の力」を行いました。
あいさつをすることの大切さと、あいさつは人への優し
さにつながっているということを、劇を通して教えてく
ださいました。クイズあり、歌ありと楽しい時間となり
ました。保護者の皆様も立ち見がでるほど多くの方にご
参観いただき誠にありがとうございました。 

防災教室 

 １０月８日、４年生の防災
教室を行いました。これは、
４年生の社会科で「安心なく
らしを守る」という単元の学
習と結び付けた地域防災に
ついて学習する取組となり
ました。当日は、町役場の安
全・安心課の方を招き、防災
備蓄倉庫の確認や簡易トイ
レやテント、応急給水栓な
どを避難所となる体育館に
運んでいただき、グループで作ってみたり、使い方の説明を聞いたり、とても有意義な学習となりま
した。「もし地震が起きた時、どのような行動をすれば良いのか、いざという時に考えるのではなく、そ
の前から考えていくことが大切である」と教えていただきました。誰が、どのように、何のために動いて
いるのかを学ぶことができ、最後には、備蓄食料品（クッキー）をいただきました。安全・安心課の
皆様、ありがとうございました。 
 

長縄集会 

１０月３１日、長縄集会を開きました。各学年、学級で、体育の体ほぐしの時間に、休み時間に、
目標を定めて取り組んでいました。何度も跳ぶことで、跳ぶ技術の向上が見られるのはもちろん、友
達と仲良くなったり、ひっかかった友達に優しく「ドンマイ！」「次、がんばろう！」と声をかけた
りする姿があり、体力向上と共に、心が育つ取組となりました。 

 



給食センターの仕事・地産地消の給食教育 

 １０月２５日、1年生に羽村・瑞穂地区学校給食センターの栄養士
さんから、給食がどのようにできているのか、話をしていただきまし
た。道具の説明を聞いて、その大きさに驚いたり、作ったものをクラ
スごとの人数を考え分配していることを知ったりと楽しく学ぶこと
ができました。給食時には、3年生が地産地消について学びました。
地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する
取組のことで、羽村・瑞穂地区で作られた食材を使って給食を作り、
皆さんに提供をしていくことを話してくださいました。 

不審者対応訓練について 

 １０月１日、不審者対応の避難訓練を行いました。いつもの避難訓練
と違うことが分かった児童は、じっと放送を聞き、すぐにバリケードを
張り、静かに待つことができました。また、ICT を活用し、教室の外で
どんなことが起こっているのかをビデオに録り、児童と一緒に確認しま
した。小学校へ不審者が侵入した際に、児童をどのように避難させるこ
とが重要なのか、教員の役割や警察への連絡等、様々な視点をもって取
り組む訓練となりました。今後も児童の命を守る教育や安全対策をしっかりと続けていきます。 

 

 

 

 

小学生による「税を考える週間」書道展 

５・６年生が、夏休み中に取り組んだ「税を考える週間」書道展の審査結果がきました。入賞した
児童を紹介します。 

 

 

 

 

学校給食に関するポスターコンクール 

夏休み中に取り組んだ「学校給食に関するポスターコンクール」の審査結果がきました。入賞した
児童を紹介します。 

 

入賞 
３年 川上 愛叶 さん 

２年 朱藤 星莉 さん 

 

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール 

夏休み中に取り組んだ「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」の審査結果がきまし
た。入賞した児童を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

来校する際は、防犯上名札を付け、職員玄関で受付をしてから校舎に入るようにご協力お願い

します。なお、事務室に誰もいない場合は、職員室にお声掛けをお願いします。また遅刻の際は、

受付後に、安全上教室まで児童の付き添いをお願いします。 

 

銀賞              銅賞           佳作 
６年 中村  心那 さん   ５年 清水  結翔 くん  ５年 隅倉  美咲 さん 

５年 長谷部 文音 さん                 ５年 原   杏珠 さん 

                             ５年 三輪  愛瑠 さん 
 

 

 

佳作 

３年 秋保 いとり さん 
 

 



 


